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 １－１ 沿   革 

昭和１８年  勝川町、鷹来村、篠木村、鳥居松村の４か町村が合併し、６月１日に市制施行 

（人口５万人、市域 47.91 ㎢）。 

昭和１９年  春日井市庁舎旧瑞穂通に移転。春日井保健所開設。 

昭和２０年  鳥居松、鷹来両工廠空襲により被害を受ける。 

昭和２１年  春日井市立農事試験場開設。鷹来、篠木両診療所開設。 

昭和２２年  春日井市立種畜場開設。春日井市立図書館開設。 

昭和２３年  春日井市庁舎旧鳥居松工廠内に移転。自治体警察発足。 

昭和２４年  春日井市広報発刊。春日井市消防本部発足。 

昭和２５年  工場設置奨励条例の制定。第一保育園開園。 

昭和２６年  小学校完全給食実施。春日井市社会福祉事務所開設。 

春日井市民病院開院。母子寮開設。 

昭和２７年  春日井市教育委員会設置。 

昭和２８年  王子製紙春日井工場竣工。 

昭和２９年  小野道風公生誕地県史跡指定。自治体警察廃止に伴い県警察発足。 

昭和３０年  春日井市立老人ホーム開設。 

昭和３１年  国鉄バス、名鉄バスの市内線開通。 

昭和３２年  春日井市上水道完成。８月大豪雨、被害甚大。 

昭和３３年  高蔵寺町と坂下町が春日井市に合併。人口７万人、市域 93.03 ㎢になる。 

昭和３４年  伊勢湾台風の被害甚大、災害救助法発動（９月２６日）。 

昭和３５年  新市庁舎現鳥居松町に完成移転。 

昭和３６年  じん芥焼却場開設。 

昭和３７年  交通安全都市宣言。中部工業短期大学開校。 

昭和３８年  公明選挙推進都市宣言（現：明るい選挙都市宣言）。春日井市史刊行。  

県立春日井高校開校。人口１０万人になる。 

昭和３９年  衛生プラント開設。春日井市開発公社設立。中部工業大学開校。 

昭和４０年  国民健康保険７割給付開始。中部工業大学付属高校開校。 
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昭和４１年  明るく育つ青少年都市宣言。市民会館開設。潮見坂平和公園開園。 

高蔵寺ニュータウン住宅建設着工。 

昭和４２年  緑化都市宣言。「動く市役所」開設。春日井市飛行場撤去促進市民協議会 

発足。 

昭和４３年  春日井市の木「けやき」選定。工場設置奨励条例廃止。 

市民交通傷害保険制度発足。産業会館開設。学校給食センター開設。 

高蔵寺ニュータウン藤山台団地入居開始。東名高速道路春日井インター開通。 

昭和４４年  じん芥焼却場に９０トン炉完成。県心身障害者コロニー開設。 

県立春日井商業高校開校。人口１５万人になる。 

昭和４５年  市街化区域、市街化調整区域の指定。消防署西出張所開設。 

老人福祉センター開設。交通児童遊園開園。 

昭和４６年  公共下水道事業着手。春日井市立図書館改築完成。公害分析センター開設。

春日井商工会館開館。春日井市農協会館開館。 

昭和４７年  新用途地域（８区分）決定。学校建設公社設立。 

中央公園グラウンドに夜間照明設置。 

昭和４８年  春日井市生活環境の保全、確保に関する基本条例制定。 

春日井市の花「さくら」選定。高座地区が国のモデルコミュニティに指定される。 

昭和４９年  ニュータウン出張所開設。新消防庁舎開庁。少年センター開設。 

高蔵寺コミュニティセンター開設。住民検診車「すこやか号」購入。 

人口２０万人になる。 

昭和５０年  春日井市基本構想策定。知多公民館開設。勤労福祉会館開設。 

市民菜園開園。県立春日井西高校開校。 

昭和５１年  勝西浄化センター開設。不用品活用銀行開設。細野キャンプ場開設。 

市民プール開設。かすがいテレホンサービス開始。 

昭和５２年  春日井市基本計画策定。清掃工場に１５０トン炉完成。市民文化センター開

設。西部希望の家開設。柏井老人憩いの家開設。第１回春日井まつり開催。 

第１回市民納涼まつり開催。清掃事務所開設。 
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昭和５３年  市民の誓い制定。健康管理センター開設。消防署東出張所開設。 

県営朝宮プール開設。市内循環バス路線開通。 

昭和５４年  落合公園に噴水時計完成。国際児童年記念事業実施。 

市民の誓い実践協議会発足。サイクリングロード（八田川、内津川）開通。 

昭和５５年  土地区画整理日本一建設大臣表彰。総合福祉センター開設。 

鷹来公民館開設。子どもの家開設。救急医療情報システム稼働。 

尾張東部聖苑使用開始。県立高蔵寺高校開校。 

国道３０２号大和通～西春日井郡清洲町間開通。 

昭和５６年  カナダ、ケローナ市と姉妹都市提携。「けやき賞」表彰制度制定。 

市民球場開設。消防署北出張所開設。東部希望の家開設。道風記念館開設。 

昭和５７年  緑化基金創設。青少年問題協議会発足。坂下公民館開設。 

少年自然の家開設。市民文化センターに美術棟開設。 

市民病院第二次整備事業完了。消防緊急情報現示システム稼働。 

人口２５万人になる。 

昭和５８年  市制４０周年記念式典開催。東部市民センター開設。福祉作業所開設。 

ケローナ通完成。 

昭和５９年  春日井市総合計画改定。デイ・サービスセンター開設。 

サン・アビリティーズ春日井（福祉体育館）開設。不燃物最終処分場開設。 

国道１９号バイパス坂下町～内津口間開通。新東谷橋完成。 

昭和６０年  消防署南出張所開設。高蔵寺地下道開通。平日夜間緊急医制開始。 

昭和６１年  総合体育館開設。特別養護老人ホーム開設。神屋地区内陸工業用地第一次

造成事業完了。市内中学生によるケローナ少年使節団派遣。 

柏原線全線開通。小牧東インター有料道路開通。 

昭和６２年  味美ふれあいセンター開設。住民情報システム稼働。 

昭和６３年  市制４５周年記念式典開催。高蔵寺ふれあいセンター開設。 

都市緑化植物園開園。成人病予防総合健診（簡易人間ドック）開始。 

愛知環状鉄道営業開始。 
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平成元年   落合公園が「日本の都市公園１００選」に選定される。 

春日井小牧看護専門学校開校。第１回春日井市音楽コンクール開催。 

平成 ２年  健康都市宣言。第三次総合計画策定。新市庁舎開庁。保健センター開設。 

勤労福祉会館に宿泊研修施設（グリーンパレス春日井）開設。 

消防通信指令システム稼働。国土地理院による市域面積の訂正  92.71 ㎢。 

平成 ３年  南部ふれあいセンター開設。青少年女性センター開設。 

新清掃工場（クリーンセンター）開設。東名阪自動車道勝川～清洲間開通。 

城北線勝川～尾張星の宮間部分開業。台風１８号の影響で内津川決壊、   

被害甚大。 

平成 ４年  緑化推進運動功労者として内閣総理大臣賞受賞。 

第一希望の家（旧西部希望の家）開設。スポーツ施設利用情報システム稼働。 

平成 ５年  市制５０周年記念式典開催。温水プール（サンフロッグ春日井）開設。 

都市緑化植物園の緑と花の休憩所開設。落合公園にフォリー水の塔完成。 

立体換地ビル（ルネック）開設。エアフロントオアシス開設。 

安全なまちづくり協議会発足。第１回春日サミット開催。 

東名阪自動車道勝川～名古屋間開通。 

平成 ６年  西部ふれあいセンター開設。ハーモニー春日井（青年の家）開設。 

勝西浄化センター第２系増設工事竣工。わかしゃち国体開催。 

国道１９号内津峠バイパス開通。 

平成 ７年  東名阪自動車道勝川インターチェンジ（名古屋インターチェンジ方面）開通。

福祉の里レインボープラザ開設。終戦５０周年記念式典・記念展開催。 

朝宮土地区画整理事業竣工記念式典開催。 

国道１９号春日井バイパス全線４車線化完成。人口２８万人になる。 

平成 ８年  ＪＲ春日井駅北口待車場完成。ハニワの館開設。 

第二デイサービスセンター開設。桃山配水場貯水池開設。 

ポイ捨て・ふん害防止条例施行。老人介護支援センター開設。 

平成 ９年  ２４時間巡回型ホームヘルプ事業開始。レディヤンかすがい増築（勤労青少

年ホーム開設）。内津川放水路竣工。インターネットホームページ開設。 
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子育てサロン開設。子育て支援センター開設。松原学習センター開設。 

平成１０年  第四次総合計画策定。新市民病院開院。南部浄化センター、南部ポンプ場 

竣工。勝川駅前地下駐車場開設。桃山配水場管理本館竣工。ファミリー・サ

ポート・センター開所。ねんりんピック’９８愛知・名古屋卓球交流大会開催。 

平成１１年  内津最終処分場供用開始。ＪＲ勝川駅前広場使用開始。みろくの森開設。 

ホテルプラザ勝川営業開始。文化フォーラム春日井開設。 

平成１２年  ＩＳＯ１４００１認証取得。第三介護サービスセンター開設。 

高蔵寺水道事業を市に移管統合。人口２９万人になる。 

上水道内津配水場竣工。 

平成１３年  特例市へ移行。環境都市宣言。鳥居松ふれあいセンター開設。 

平成１４年  丸田小学校開校。クリーンセンター新ごみ処理施設及びエコメッセ春日井 

開設。勝川駅南口立体換地ビル竣工。子育て子育ち総合支援館開設。 

平成１５年  市制６０周年記念式典開催。上飯田連絡線開業。 

住民基本台帳ネットワークシステムの本格稼働。 

全国安全都市首長サミット開催。 

平成１６年  戸籍電算化の運用開始。大手調整池竣工。 

平成１７年  県営名古屋空港の開港。人口３０万人になる。 

平成１８年  ＪＲ中央本線下り線高架化工事完成。 

平成１９年  出川小学校開校。市民活動支援センター（ささえ愛センター）開設。 

国際交流ルーム開設。 

平成２０年  第五次総合計画策定。春日井駅前に防犯ステーション開設。 

平成２１年  ＪＲ中央本線上り線高架化工事完成。 

平成２２年  ＪＲ中央線勝川駅ペデストリアンデッキ竣工。東部子育てセンター開設。 

国際書道交流展開催。 

平成２３年  大垣市と災害時における相互応援協定を締結。書道科新設。 

平成２４年  市民病院が愛知県がん診療拠点病院、地域医療支援病院に指定。 

平成２５年  市制７０周年記念式典開催。落合公園体育館開設。 
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平成２６年  春日井広報大使設置。総合保健医療センター開設。東部調理場開設。 

自動車の「春日井ナンバー」導入。人口３１万人になる。 

国土地理院による市域面積の訂正 92.78㎢。 

平成２７年  市民病院に救命救急センター設置。平和都市宣言。 

平成２８年  ＪＲ春日井駅自由通路供用開始。藤山台小学校開校（藤山台小学校、藤山台

東小学校、西藤山台小学校を統合）。坂下出張所移転開設。   

平成２９年  多治見市、多治見商工会議所及び春日井商工会議所と自治体間連携・協力

に関する基本協定を締結。内津北山最終処分場供用開始。 

文化・スポーツ都市宣言。 

平成３０年  第六次総合計画策定。高蔵寺まなびと交流センター（グルッポふじとう）開設。

自動車の「図柄入り春日井ナンバープレート」導入。 

令和元年   ふれあい農業公園（あい農パーク春日井）開園。 

令和 ２年  名鉄味美駅及び駅周辺の再整備。 

 子ども医療費助成制度の拡充、学生医療費助成制度の新設。 

令和 ３年  朝宮公園陸上競技場(スポーレ春日井)開設。 

子ども屋内遊び場（ぐりんぐりん）開設。 

資料 企画政策課 



東経 北緯 海抜

　(注）数値は国土地理院公表値によるもの。

資料　企画政策課

年　　　次 総　　　数 その他

平成29年 5,200 540

30 5,196 536

31 5,191 537

令和2年 5,193 537

3 5,192 547

資料　愛知県総務局総務部市町村課「市町村行財政のあらまし」

高
タカ

　　　　座
クラ

　　　　山
ヤマ

高　　　　座　　　　町 194

　(注）　参照：国土地理院公表値
　　　　　　　　（高森山標高のみ春日井市都市計画基本図より抜粋）

西
ニシ

　　高
タカ

　　 森
モリ

　　山
ヤマ

廻　　　　間　　　　町 214.7

高
タカ

　　　　森
モリ

　　　　山
ヤマ

高　　　　森　　　　台 207.3

弥
ミ

　　　　勒
ロク

　　　　山
サン

廻　　　　間　　　　町 436.6

道
ドウ

　　　　樹
ズ

　　　　山
サン

細　　　　野　　　　町 429

山　岳　名 所　在　地 標　　　高（ｍ）

446 424 3,218 567

442 418 3,227 570

436 404 3,240 564

　１－４　山　　　　　　岳

456 442 3,192 570

449 434 3,208 570

名古屋市 小牧市 瀬戸市

犬山市 豊山町 多治見市

　１－３　民 有 地 面 積

各年1月1日現在　(単位　ha）

田 畑 宅地 山林

136度58分20秒  35度14分51秒 24.0ｍ 15.7㎞ 13.7㎞ 92.78㎢

  １－２　位　　　　　　置

市　　　　　役　　　　　所
東西最長 南北最長 面積 隣　接　市　町
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（単位　km　㎢）

庄 内 川 木 附 町 御 幸 町 岐阜県恵那市 19.30 8. 77

内 津 川 内 津 町 桜 佐 町 内 津 町 13.94 22. 47

内津川放水路 出 川 町 大 留 町 ―  1.80 (1. 84)

大 谷 川 廻 間 町 庄 名 町 廻 間 町  2.89 5. 35

鯎 川 細 野 町 玉 野 町 細 野 町  4.20 10. 14

繁 田 川 気 噴 町 大 留 町 藤 山 台  0.70 1. 87

八 田 川 西 山 町 御 幸 町 小 牧 市  8.88 9. 51

生 地 川 東 山 町 六 軒 屋 町 小 牧 市  2.40 3. 26

大 山 川 牛 山 町 牛 山 町 小 牧 市  1.20 1. 11

西 行 堂 川 桃 山 町 牛 山 町 小 牧 市  3.70 3. 84

地 蔵 川 北 城 町 御 幸 町 大 泉 寺 町  9.52 15. 29

地蔵川放水路 穴 橋 町 下 市 場 町 ―  0.25 （3. 90）

新 繁 田 川 岩 成 台 気 噴 町 岩 成 台  1.95 3. 17

新 地 蔵 川 長 塚 町 中 新 町 ―  1.80 7. 79

（単位　ha）

区　　分 平成28年 29

行 政 面 積 9,278 9,278

住 宅 地 2,276 2,285

工 業 用 地 等 1,304 1,311

田 350 340

畑 327 317

森 林 原 野 1,714 1,713

道 路 1,192 1,193

水面・河川・水路 343 350

そ の 他 1,772 1,769 1,769 1,775 1,785

資料　愛知県都市整備局都市基盤部都市計画課「土地に関する統計年報」

1,194 1,194 1,195

349 348 347

308 299 288

1,712 1,712 1,711

1,314 1,313 1,315

334 327 320

　１－６　地 目 別 土 地 利 用

9,278 9,278 9,278

2,298 2,310 2,318

30 令和元年 2

　１－５　河            川

河　川　名
市内の位置

水 源 地
市　　内

起　点 終　点 流路延長 流域面積

　（注）  １　市内の一級河川のみ掲載。

　 　 　  ２　内津川の流域面積は内津川放水路分を含む。

　 　 　  ３  地蔵川の流域面積は地蔵川放水路分を含む。

資料　河川排水課
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各年１月１日現在　(単位　㎡）

区　分 平成30年 31 令和2年 3 4

総　数 51,962,562 51,913,492 51,934,470 51,924,031 51,934,937

宅　地 32,075,001 32,182,873 32,265,853 32,402,881 32,499,803

田 4,487,533 4,456,922 4,423,810 4,364,713 4,333,313

畑 4,342,436 4,235,017 4,176,075 4,044,081 3,989,104

山　林 5,700,757 5,673,143 5,695,372 5,637,418 5,632,770

原　野 96,601 89,687 90,183 89,482 88,816

池　沼 14,904 14,386 14,386 14,386 14,386

雑種地 5,245,330 5,261,464 5,268,791 5,371,070 5,376,745

資料　資産税課

各年１月１日現在　(単位　千円）

区　分 平成30年 31 令和2年 3 4

総　数 1,876,512,784 1,876,088,050 1,875,343,158 1,930,271,823 1,930,928,843

宅　地 1,679,573,755 1,683,409,027 1,687,072,337 1,740,365,458 1,744,320,596

田 12,243,071 11,393,269 11,025,840 10,198,757 9,632,974

畑 55,446,451 52,928,262 50,360,644 49,925,410 47,582,607

山　林 656,189 625,543 626,760 610,800 561,226

原　野 50,294 49,406 48,824 42,925 42,815

池　沼 462 446 446 446 446

雑種地 128,542,562 127,682,097 126,208,307 129,128,027 128,788,179

資料　資産税課

　１－７　地 目 別 課 税 土 地 面 積

　１－８　地 目 別 課 税 土 地 評 価 額
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　１－９　気　　　　　　象

　　その１　概　　　　況

湿　度

平　均 最　高 最　低 平　均 平　均 最　高

℃ ℃ ℃ ％ ｍ/ｓ ｍ/ｓ 日

平成29年 16.2 37.7 -3.4 69.3 3.5 20.6 108

  30 17.3 40.9 -4.0 69.2 3.6 28.4 122

令和元年 17.4 39.1 -2.3 68.6 3.5 18.4 112

   2 17.3 39.2 -2.2 71.1 3.5 17.6 106

   3 17.2 38.1 -2.7 71.7 3.5 17.2 106

        3年  1月 5.1 16.0 -2.7 76.6 3.4 15.6 5

 2 7.7 21.1 -2.3 65.4 3.9 13.9 3

 3 12.1 25.4 2.6 68.6 4.3 15.6 9

 4 15.5 27.7 4.8 60.7 4.2 15.5 9

 5 19.8 32.7 9.3 70.5 3.5 13.6 12

 6 24.1 34.1 16.0 70.9 3.2 12.2 11

 7 28.0 37.0 21.1 76.8 2.8 12.3 15

 8 28.2 38.1 22.0 77.1 3.6 17.2 14

 9 24.6 33.6 18.6 78.9 2.5 9.9 14

10 20.3 32.1 9.4 68.7 3.5 14.0 5

11 13.3 24.6 2.6 68.6 3.0 12.5 2

12 7.6 17.7 -0.9 77.7 3.5 17.1 7

資料　消防本部

年　　　　　月
気　　　　　　　　温 風　　　　速

降雨日数
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月    日 降 雨 量 月    日 積 雪 量

mm mm 日 ｃｍ ｃｍ

1,428.0 10月 22日 144.0 11 8.5 1月 15日 3.5

1,441.0 8月 12日 73.0 7 10.5 7.0

1,378.5 10月25日 125.0 1 0.0 3月24日 0.0

1,607.0 10月10日 67.0 5 1.0 12月31日 1.0

1,886.0 8月13日 174.0 9 2.2 2月18日 2.0

49.0 1月27日 17.0 4 0.1 1月30日 0.1

37.5 2月15日 28.0 2 2.0 2月18日 2.0

177.5 3月13日 47.5 － － － －

169.0 4月17日 82.5 － － － －

198.5 5月21日 55.0 － － － －

126.0 6月19日 61.5 － － － －

314.5 7月14日 85.0 － － － －

411.0 8月13日 174.0 － － － －

233.5 9月4日 59.5 － － － －

43.5 10月13日 17.5 － － － －

62.0 11月22日 33.0 － － － －

64.0 12月7日 19.0 3 0.1 12月31日 0.1

降雪日数 降雪量
日 最 大 積 雪 量

降　雨　量
日 最 大 降 雨 量
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　１－９　気　　　　象　(続　き）

　　その２　警報・注意報発令状況

大　雨 洪　水 暴　風 暴風雪 大　雪 大 雨 洪　水

平成29年 16 9 4 2 － 1 224 38 20

  30 10 4 1 4 － 1 191 18 7

令和元年 1 － － 1 － － 183 23 6

   2 1 1 － － － － 159 22 5

   3 7 5 2 － － － 166 24 9

         3年  1月 － － － － － － 13 － －

 2 － － － － － － 10 － －

 3 － － － － － － 21 － －

 4 － － － － － － 13 1 －

 5 － － － － － － 13 1 －

 6 － － － － － － 13 1 －

 7 2 2 － － － － 32 12 4

 8 4 2 2 － － － 20 5 4

 9 1 1 － － － － 11 4 1

10 － － － － － － 5 － －

11 － － － － － － 6 － －

12 － － － － － － 9 － －

資料　消防本部

年　　　　　月 警　　報 注 意 報
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強　風 風　雪 大　雪 雷 融　雪 濃　霧 乾　燥 なだれ 低　温 霜 着　氷 着　雪

15 － 4 63 － 11 60 － 3 9 － 1

12 － 2 68 － 4 61 － 9 9 － 1

15 － － 75 － 5 49 － － 10 － －

7 － 3 66 － 15 34 － － 7 － －

7 2 5 64 － 8 32 － 7 7 － 1

1 1 1 2 － 1 2 － 5 － － －

2 － 1 2 － － 5 － － － － －

1 － － 4 － 3 7 － － 6 － －

－ － － 6 － － 5 － － 1 － －

－ － － 6 － 3 3 － － － － －

－ － － 9 － － 3 － － － － －

－ － － 15 － 1 － － － － － －

1 － － 8 － － 2 － － － － －

－ － － 6 － － － － － － － －

－ － － 2 － － 3 － － － － －

1 － － 3 － － 2 － － － － －

1 1 3 1 － － － － 2 － － 1

（単位　回）
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